



























横井孝「 『夜の寝覚』末尾欠巻部復元の問題点―新出断簡分析の方法を模索して―」 （ 『実践国文学』第八六号、二〇一四年一〇月）
　『夜の寝覚』の中間と末尾に大きな欠損があることは、よく知られています。　本書所収の横井論稿【α】は、実践女子大学蔵・伝後









































草子の類 調査しなければならな 点 す。ほ んど 索引がないのです。しかし、 手を拱いている暇はありません。一五枚の古筆切が、 『我身にたどる姫君』でも『 はでしのぶ』でも『むぐら』で 『雫ににごる』でも『雨やど 』でも『しぐれ』でもない と断言できる日を心待ちにしています。　
もし、 〝一五枚の古筆切が、現存するどの物語とも合致














写本群に仕立てる〟という例 、鎌倉 代 は見当らない（江戸時代にはあるが） と思うのですが、 いかがでしょうか。　
右の二つの手続きが踏まれたら、私は、 〝一六枚の古筆







は残存しています。伝慈円筆の古筆切二葉、 『国宝寝覚物語絵巻』 詞書、 『夜寝覚抜書』 です。 これらをどのように並べ、どのように解読するかは、各研究者に委ねられます。写真が皆に公開されていれば、ほかの研究者も大学院生も、公平に、研究に参加できます　
今回の発見によって、 『夜の寝覚』欠損部のストーリー
を復元する という研究は、一気に進むでしょう。座談会【β】を見ますと、諸氏が、 「こういうストーリーだったろう」 「こういうストーリーだったはずがない」という意見を出していて、も 既に、錯綜気味 す。想像を逞しくする復元研究を 暴走」と評する向きもありま 。　
しかし、最初は、それでよいのではないでしょうか。例




























栗山論稿は、 『夜の寝覚』 欠損部 研究史を整理したも 。
また、 『源氏物語』宇治十帖の続篇「巣守」の研究史も整理しています。良きガイドです。　
久下論稿は、その「巣守」が、菅原孝標女の作品である
























ひ』の原型と見られる評論書を紹介したもの。その古筆切は、鎌倉時代前半のものと測定さ ています。　〝源氏歌集〟にせよ〝源氏人物論〟にせよ、古筆切の存在によって初めて、鎌倉時代初頭 既にこうした享受方法があったと知られるわけです。　須藤論稿は、 『狭衣物語』 の複数の古筆切を検討したもの。
現存写本の僚巻（ツレ）とおぼしき古筆切や、これまでの系統論を補完し得る古筆切が紹介されていて、 『狭衣物語』諸本論に寄与するでしょう。　





















夜の寝覚」 【β】 と、 横井論稿 【δ】
を、次の論集に再録していただけないでしょうか。この二つが単行本に収録されぬまま埋もれてしまうのは、もったいない。そしてその際、一六枚の古筆切の写真を、実物大で（無理なら すべてを同じ縮尺率にして）掲載していただけたら、これほど貴重な資料集は、ほかにありますま 。　　　　　　
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